
会派等研究研修報告書 

  令和８年 ５月 ２０日 

  常滑市議会議長 様 

                     会 派 名 日本維新の会議員団 

                     会派の代表者 肥田 裕士  

   会派等の研究研修について下記のとおり報告します。 

記 

 １ 期   日  令和８年５月１８日（月）～令和８年５月１９日（火） 

 ２ 研 修 名  令和８年度市町村議会議員研修 

「自治体決済の基本と実践～行政評価を活用した決算審査～」 

 ３ 場   所 全国市町村国際文化研修所 

          （滋賀県大津市唐崎２丁目１３番１号） 

 ４ 参 加 者 肥田 裕士 

 ５ 研修の内容 予算編成を見据え、決算審査のあるべき姿について考察し、行

政評価や地方公会計によるバランスシート等の財務書類を活用した決算審査につい

て学習する。特に地方議員が身に付けておきたい決算書類審査のポイント及び財政

指標による自治体財政分析の手法を学ぶとともに、行政評価手法を活用し事務事業

の改善ポイントを検討、予算審議に活用していく方法を学ぶ。 

 講師 京都大学公共政策大学院 小西敦ほか 

 ６ 経費の報告   常滑駅－名古屋（名鉄）  ７５０円×２＝１，５００円 

           名古屋－唐崎（ＪＲ） ２，６４０円×２＝５，２８０円 

           特急券（名古屋－京都）２，５３０円×２＝５，０６０円 

           研修経費               １０，４５０円 

                           総合計２２，２９０円 

７ 所 感   講義の中で、藤枝議会の議会改革として決算審査の改善について

グループ討議をおこなった。藤枝市では、①決算常任委員会にて前年度決算審査と抽

出した事業評価を行っており次年度予算編成に向け提言を行う。②予算常任委員会に

て、次年度予算審査と同時に、決算常任委員会から出された提言の反映状況をチェッ

クする。③常任委員会(総務、健康福祉教育、建設経済環境)で現年度事業の課題や進捗

状況のより深いチェック。の三つにより経年的な事業の監視ができることと、改善が

できていることに各グループが共感した。藤枝市は、個別の１５項目を挙げその中の

９項目を事業評価書としてまとめ上げていたが６項目としては、委員会の審議の結果

評価対象から外れていた。行政評価自身、行政がやると甘い評価になるところを議員

が評価することにより客観性が担保できることはよい点ではないかと考える。ただし、

数字だけの問題ではなく市民にとってのサービスの向上が基本にないと、行政の独り

よがりになることを認識する必要がある。そのことを講師に問いかけ財政４指標など

もその上で参考にするものであることを発言し納得して貰えたことは財政学を学んだ

者として幸甚であった。 


